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７
月
５
日
、
憲
法
を
守
る
長

岡
地
域
共
同
セ
ン
タ
ー
総
会
、

遠
藤
れ
い
子
は
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

日
本
の
憲
法
は
世
界
の
宝 

 

今
ほ
ど
「
日
本
国
憲
法
は
世

界
の
宝
」と
強
く
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

沖
縄
慰
霊
祭
で
高
市
首
相
は

「平
和
国
家
と
し
て
歩
み
を
続

け
て
き
た
の
は
日
本
の
誇
り
。

平
和
を
守
る
た
め
に
防
衛
力
を

さ
ら
に
強
化
し
た
い
」と
述
べ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
沖
縄
戦
の
悲

惨
な
歴
史
に
無
頓
着
で
無
慈
悲

な
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
防
衛

力
強
化
で
平
和
が
守
れ
る
な
ど

は
許
せ
ま
せ
ん
。 

物
価
高
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
壊
し
て
い
ま
す 

 

ア
メ
リ
カ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
日

本
も
、
物
価
高
に
国
民
は
あ
え

い
で
い
ま
す
。
一
方
で
軍
需
産

業
は
さ
ら
な
る
大
儲
け
に
。 

医
療
機
関
や
介
護
事
業
者
を

訪
問
し
て 

 

６
月
下
旬
か
ら
病
院
や
医

院
、
介
護
事
業
所
を
訪
問
し
て

い
ま
す
が
、
ど
こ
も
物
価
高
に

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「先
行
き
は
暗
く
不
安
」

「物
価
高
に
見
合
う
診
療
報
酬

や
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
し

て
ほ
し
い
」と
切
実
な
声
で
す
。 

憲
法
変
え
る
な
！
平
和
を
守

れ
！
と
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

第１２回憲法を守る長岡地域共同センターが総会開く 

「９条署名を６万筆 」一人で集めた  

（
月
・
祝
）
午
後
２
時
～ 

ハ
イ
ブ
長
岡 

 

遠
藤
れ
い
子
と
ペ
ン
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス 

 

 
 

小
池
晃 

参
議
院
議
員
・党
書
記
局
長
が
講
演 
７月２０日 

 ９条
 

 おじ 

 さん 

 

「奮
い
起
つ
九
条
お
じ
さ
ん
、

七
六
歳
か
ら
の
挑
戦
」と
題
し
、

箕
輪
喜
作
さ
ん
の
生
涯
に
つ
い

て
中
野
信
夫
さ
ん
が
講
演
。 

 

一
九
二
九
年
（昭
和
四
年
）松

代
町
に
生
ま
れ
た
喜
作
さ
ん
。

二
歳
の
時
父
を
山
林
事
故
で
亡

く
し
、
母
と
二
人
で
暮
ら
す
。 

 

一
九
四
六
年
（昭
和
二
一
年
）

一
六
歳
で
母
校
松
代
町
立
孟

地
小
中
学
校
に
用
務
員
と
し
て

勤
務
、
四
四
年
間
務
め
た
。 

 

教
育
界
の
身
分
差
別
や
偏
見

に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
豪
雪
・過

疎
の
波
に
追
わ
れ
る
農
村
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
励
む
教
師

に
出
会
い
。
「本
当
の
教
育
と
は

何
か
」と
教
育
の
在
り
方
を
追

い
求
め
る
。
ま
た
、
崩
壊
す
る
農

村
で
苦
闘
す
る
人
々
と
共
に
社

会
進
歩
の
た
た
か
い
に
参
加
。

懸
命
に
生
き
る
人
々
や
子
供
た

ち
の
姿
を
短
歌
に
詠
む
。
そ
の

句
五
千
句
。 

 

一
九
九
〇
年
三
月
定
年
退

職
、
短
歌
集
「学
校
用
務
員
の 

 

良
寛
の
ご
と 
子
ら
に
も
語
り 

 

「
九
条
」
の
署
名
続
け
る
老
人
わ
れ
は 

 

 
う
た
」を
上
梓
。
教
職
員
や
校

区
の
人
々
に
届
け
る
。 

石
も
砕
き
し
父
母
の
田
も 

 

 

継
ぐ
者
な
く
て
草
に
埋
る
る 

下
積
み
の  

そ
の
下
積
み
の 

 

用
務
員
な
が
ら 

心
は
豊
か 

 

に
夕
焼
け
仰
ぐ 

新
し
き
街
へ 

 

～
残
生
の
日
々
輝
く
～ 

 

一
九
九
五
年 

子
息
が
暮
ら

す
東
京
都
小
金
井
市
に
転
居
。 

松
代
へ
の
惜
別
と
望
郷
の
思
い

を
胸
に
、
「年
金
者
組
合
」や
、 

二
〇
〇
五
年
、
「
九
条
の
会
・こ

が
ね
い
」の
結
成
に
参
画 

「戦
前
を
知
る
者
、
戦
争
を

体
験
し
た
者
が
叫
ば
な
け
れ

ば
」の
思
い 

思
い
を
短
歌
や
著
書
で
訴
え
、

「九
条
署
名
」開
始
（七
六
歳
）

二
〇
〇
九
年 

一
万
六
千
筆 

一
三
年 

妻
ハ
ナ
さ
ん
逝
去 

一
四
年
八
月
五
日 

急
逝 (

八
五
歳
）

 

 
 
 

 
 

五
万
九
千
四
〇
七
筆 

「九
条
」署
名
に
廻
れ
ば 

 

 

自
衛
官
の
奥
さ
ん
わ
れ
を 

 

と
ら
え
離
さ
ず 

来
る
日
も
来
る
日
も 

 

 

雪
に
い
ど
み
し
古
里
の
冬
を 

 

思
い
つ
つ
署
名
に
歩
く 

 

高
市
政
権
に
な
っ
た
今
こ
そ 

憲
法
守
る
運
動
を
本
気
に
な
っ

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
！ 

共
同
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
も
う

と
確
認
し
ま
し
た
！ 

 7/5 挨拶する遠藤れい子 

中
野
信
夫
さ
ん

の
講
演
か
ら 


